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盛岡　市長　田　町
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平
成
1
1
年
度
の
石
桜
同
窓
会
総
会
は
、
昨
年

1
0
月
2
2
日
（
金
）
牛
後
6
時
か
ら
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
盛
岡
で
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
お
よ
そ
50
名
が
出
席
、
会
務
報
告

に
続
き
、
決
算
、
予
算
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、

役
員
改
遺
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
し

た
。
引
続
い
て
懇
親
会
が
別
室
で
行
わ
れ
た
。

総
会
で
は
開
会
宣
言
の
後
、

鱒
沢
昇
（
旧
1
3
回
生
）
副
会
長

が
挨
拶
に
立
ち
、
赤
坂
俊
夫
同

窓
会
長
の
死
を
悼
む
言
葉
に
続

い
て
、
突
然
の
逝
去
後
、
会
長

代
行
の
任
に
つ
い
た
こ
と
、
会

長
に
代
っ
て
東
京
石
桜
会
に
出

席
し
た
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
た
。

岩
手
奨
学
会
の
池
口
仕
草
前

校
長
は
来
賓
祝
辞
に
代
え
て
、

寄
宿
舎
の
工
事
進
行
状
況
に
触

れ
、
そ
の
建
設
に
よ
り
学
力
、

運
動
と
も
に
優
れ
た
生
徒
の
入

学
の
可
能
性
と
、
伸
び
伸
び
と

し
た
学
園
生
活
へ
の
期
待
を
語

っ
た
。

議
長
に
は
田
鎖
康
誠
氏
（
新

6
回
生
）
が
選
ば
れ
、
事
務
局

よ
り
会
務
報
告
、
平
成
1
0
年
度

決
算
報
告
、
玉
山
菅
史
（
新
〓

回
生
）
監
事
の
監
査
報
告
が
あ

っ
た
。

続
い
て
ク
ラ
ブ
強
化
育
成
基

金
に
つ
い
て
は
別
掲
の
よ
う
な

決
算
報
告
が
あ
り
、
平
成
1
1
年

度
事
業
計
画
案
が
審
議
さ
れ
た
。

さ
ら
に
平
成
1
1
年
度
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
の
予
算
案
の

審
議
に
入
り
可
決
さ
れ
た
。

最
後
に
同
窓
会
長
、
副
会
長

候
補
者
案
が
提
案
さ
れ
、
出
席
者

全
員
の
賛
同
を
得
て
選
任
し
た
。

同
窓
会
会
長
・
副
会
長
候
補
者

会
長
に
つ
い
て

下
河
原
　
善
嗣
郎
　
新
5

（
建
設
会
社
下
河
原
組
会
長
）

副
会
長
に
つ
い
て

村
　
上
　
照
五
郎
　
新
2

（
母
校
教
員
O
B
、

県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
会
長
）

小
枝
指
　
博
　
新
9

（
盛
岡
市
議
会
議
員
）

村
　
井
　
紀
　
之
　
新
1
8

（
村
井
松
月
堂
専
務
）

50名余が審議

浦沢昇前副会長

議長席の田鎖康誠氏（新6回生）

平成10年度　クラブ強化育成基金　決算書

収入の部

項　　　　目　決算榊（円）　　膚　　　　考

池口杜孝前校長

繰　越　金　　808．296
郵便振替より18，組3．960
利　　　　息　　　4．601

合　　　　計19．496．857

19．496．857－1．050，000＝18，446，857
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平
成
u
年
10
月
2
2
日
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
石

桜
同
窓
会
で
、
は
か
ら
す
も

皆
様
の
ご
指
名
を
頂
き
ま
し

て
、
名
誉
あ
る
、
岩
手
中
・

高
等
学
校
の
同
窓
会
会
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
新
5
回

生
の
下
河
原
善
嗣
郎
で
ご
ざ

い
ま
す
。
現
在
盛
岡
市
乙
部

に
住
ん
で
お
り
ま
し
て
会
社

役
員
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
校
在
学
中
は
応
援
団
を
や

り
、
柔
道
部
・
卓
球
部
に
籍

を
置
い
て
い
ま
し
た
。
も
と

よ
り
浅
学
非
才
、
特
に
も
教

育
行
政
関
係
に
つ
い
て
不
案

内
の
う
え
、
同
窓
会
の
運
営

な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
今
回

ま
で
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
後
援
す
る
立
場
で
あ
り

ま
し
た
の
で
こ
の
よ
う
な
大

役
に
大
変
戸
惑
い
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。

皆
様
ご
承
知
の
よ
う
に
私

な
り
ま
せ
ん
。
私
の
最
も
尊

敬
し
て
お
り
ま
し
た
赤
坂
会

長
さ
ん
は
、
本
業
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
社
会
的
に
も
、

そ
し
て
同
窓
会
の
活
動
に
も

数
々
の
す
ぐ
れ
た
業
績
を
お

盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
お
り
ま

す
ゆ
と
り
あ
る
教
育
、
中
・

高
等
学
校
の
一
貫
し
た
教
育

の
中
で
統
廃
合
が
具
体
化
さ

れ
て
来
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
節
に
輝
か

同
窓
会
長
に
就
任
し
て

石
桜
同
窓
会
会
長
下
河
原
　
菩
嗣
郎

ど
も
卒
業
生
は
偉
大
な
る
指

導
者
で
あ
り
、
そ
し
て
燈
台

の
よ
う
な
大
先
輩
、
赤
坂
俊

夫
先
生
を
昨
年
3
月
1
5
日
突

然
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

A
眉
夢
か
ら
さ
め
ず
残
念
で

残
し
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
直
後
で
あ
る
だ
け
に
、

後
任
者
と
し
て
重
賞
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

運
営
の
能
力
な
ど
全
く
の

非
力
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日

し
い
伝
統
を
持
つ
母
校
を
ど

の
よ
う
な
形
で
支
援
出
来
る

の
か
、
卒
業
生
の
先
輩
、
後

輩
の
皆
様
に
ご
指
導
と
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
切
り
抜
け

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
の
相
互
の

理
解
と
親
睦
を
も
っ
て
、
岩

手
中
・
高
等
学
校
の
建
学
の

指
針
で
あ
り
ま
す
、
石
桜
棉

神
、
人
材
育
成
の
一
役
を
担

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

卒
業
生
の
皆
様
と
も
ど
も
母

校
の
限
り
な
い
躍
進
と
岩
手

中
・
高
等
学
校
石
桜
同
窓
会

の
一
層
の
発
展
を
願
っ
て
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

平 成 1 0 年 度 決 算 報 告 書

Ⅰ　 一欄 全 書十
収 入 の部

科　　　 目 決　 算　 額 平 成 10 年度 予 算 額
会　　　　　　　　 費 1 ．130 ．000 1 ．130 ．00 0
入　　　 会　　　 金 6 78 ．00 0 6 78 ．0 00
総　 会　 会　 券　 代 2 75 ．00 0 5 00 ．0 00
利　　　　　　　　 子 78 5 1 ．0 00
雑　　　 収　　　 入 190 ．440 2 00 ＿0 00
繰　　　 越　　　 金 3 16 ．99 0 3 16 ．99 0
借　　　 入　　　 金 6 75 ．00 8 0
A　　　　　　　　 計 3 ．2 66 ．22 3 2 ．8 25 ．99 0
支 出の 部
会　　　 孟鏡　　　 費 6 13 ．7 12 700 ．0 00
石 桜 会 補 助 金 2 50 ．00 0 2 50 ．0 00
印　　　 局u　　 『陣 189 ．00 0 6 00 ．0 00
慶　　　 弔　　 】闊 73 ．95 6 50 ．0 00
j貞　　　 侶　　　 弓瞥 5 ．60 0 6 00 ．0 00
事　　　 務　　　 費 9 ．9 72 10 ．00 0
事　 務　 手　　 当 60 ．00 0 60 ．00 0
経　　　　　　　 費 6 26 ．46 4 3 00 ．00 0
特 別　 会 百十 編 入 100 ．00 0 100 ．0 00
i庭　　　 戻　　　 金 6 75 ．00 8 0
予　　　 備　　　 費 0　● 155 ．9 90
一ゝ　　　　　　　　 ≡汁 2 ．6 03 ．7 12 2 ．8 25 ．9 90

Il　 特 別 会 鼻汁
1収入 の 部

一般 会 百十よ り編 入 100 ．00 0 100 ．00 0
利　　　　　　　　 子 2 ．330 5 ．00 0
返　　　 戻　　　 金 6 75 ．008 0
繰　　　 越　　　 金 2 ．155 ．63 7 2 ．155 ．63 7
合　　　　　　　　 計 2 ．9 32 ．975 2 ．2 60 ．63 7
支出 の 郡
一　 般　 会　 計　 へ 1　　 6 75 ．008　 1　　　　　　　 0

合　　　　　　　　 言十 1　　　 6 75 ＿008　 1　　　　　　　 0

平 成 1 1 年 度 予 算 案

Ⅰ　 －一般 全 景十
収 入 の 部

科　　 目 本 年度 予 算 額 平成 10年 度 予 算額
会　　　　　　　 坪 1 ．110 ．00 0 1 ．13 0 ．000
入　　　 会　　　 金 6 66 ．00 0 6 78 ．000
総　 会　 会　 券　 代 5 00 ，00 0 50 0 ．000
利　　　　　　　　 子 1．00 0 1 ．000
雑　　　 収　　　 入 2 00 ．00 0 20 0 ．00 0
繰　　　 越　　　 金 6 62 ．5 11 3 16 ．990
ノゝ　　　　　　　　 百十 3 ．139 ．5 1 1 2 ．8 25 ．990

支 出 の 部
金　　　 言逢　　　 う幹 7 00 ．00 0 70 0 ，00 0
石 桜 会 補 助 金 2 50 ．00 0 25 0 ．00 0
印　　　 刷　　　 費 6 00 ．00 0 60 0 ．00 0
慶　　　 弔　　　 資 50 ．00 0 5 0 ．00 0
通　　　 信　　　 計 6 00 ．00 0 60 0 ．00 0
軍　　　 務　　　 う汁 10 ．00 0 10 ．00 0
事　 務　 手　　 当 60 ．00 0 6 0 ．00 0
経　　　　　　　　 費 5 00 ．00 0 30 0 ．00 0
特 別 会 計 編 入 2 00 ，0 00 10 0 ．00 0
予　　　 備　　　 弓賢 169 ．5 1 1 155 ．99 0
合　　　　　　　　 言十 3 ．139 ．5 1 1 2 ．8 25 ．99 0

1Ⅰ　 特 別会 I汁

収 入 の 部

一 般 会 計 よ り編 入 2 00 ．00 0 10 0 ．00 0
利　　　　　　　　 子 5 ．00 0 5 ．00 0
j豆　　　 炭　　　 金 0 0
綿と＋ ．越　　　 金 2 ，2 57 ．96 7 2 ．15 5 ．63 7
合　　　　　　　 ；汁 2 ．4 62 ．96 7 2 ．26 0 ．63 7

支 出 の部
一　 般　 会　 計　 へ 0 0
A　　　　　　　　 計 0 0

◇

　

　

◇

平成10年度　会務報告
（1）平成10年10月30日（金）

同窓会総会（ホテルメトロポリタン盛岡）

（2）平成10年12月7日（月）

第1回クラブ活動振興委員会（きのえね支店）
（3）平成11年3月15日

午前4時50分　赤坂会長逝去

平成11年3月17日
火葬

平成11年3月20日（土）

故赤坂俊夫会長葬儀（グランドホテル）
（4）平成11年9月10日（金）

常任理事会（きのえね支店）

（5）平成11年9月28日（火）
同窓会会計監査会（さのえね支店）

（6）平成11年10月1日（金）

同窓会理事会　総会議案審議（きのえね支店）
（7）平成11年10月22日（金）

同窓会総会（ホテルメトロポリタン盛岡）

平成11年度　事業計画
1．指針
母校の繁栄に大いに寄与できる基盤を整える。

2．事集計画
（1）母校クラブ活動を積極的に支援する。

（クラブ強化育成基金の適切な活用）
（2）会員相互の親睦交流を図る。

（支部、地区会、クラス会等の節目を重視し
た集会を盛んにする）

（3）本部と支部・地区会等の連携を図る。
（相互に情報を提供する）

（4）同窓会名簿を発行する。
（平成12年2月印刷完了）

ヤマハ ピアノ ・エレク トーン ・ステ レオ

伊　 藤　 楽　 器　 店

盛周市中央通りlT 目Ilの12
T E L　 （624）3 8 5 4

お
銘菓 の店 お 贈

山　　 善 お 土 物
茶 産 に
う に
け

盛岡市材木町 2 －21 に
T E L （622）2 6 1 8

盛岡石油株式会社
本社／盛岡市村本町 4 －31　 暮同ビル3 F ℡019－622－8柑l

サ ー ビ ス　 新 太 田 橋　 太　 田

ステーション　 中 央 通　 商 大 橋 R 3 96
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前
会
長
の

遺
影
に
黙
躊

総
会
終
了
後
、
別
室
の
懇
親

会
場
に
飾
ら
れ
た
赤
坂
前
同
窓

会
長
の
遺
影
に
対
し
、
懇
親
会

の
冒
頭
、
全
員
に
よ
る
黙
請
が

捧
げ
ら
れ
た
。

下
河
原
善
嗣
郎
新
同
窓
会
長

は
挨
拶
に
立
っ
て
、
母
校
愛
ひ

と
筋
に
燃
え
た
赤
坂
会
長
の
後

を
う
け
て
の
重
安
を
痛
感
、
力

久しぶりの交歓

を
つ
く
し
て
期
待
に
沿
い
た
い

と
詰
っ
た
。

菊
地
治
雄
校
長
（
新
1
0
回
生
）

は
ク
ラ
ブ
活
動
の
戦
績
に
つ
い

て
触
れ
、
同
窓
生
の
支
援
へ
の

感
謝
と
一
層
の
励
ま
し
を
乞
う

と
結
ん
だ
。

乾
杯
は
栃
内
松
四
郎
元
同
窓

会
副
会
長
（
旧
川
回
生
）
が
音

頭
を
と
り
、
約
一
〇
〇
名
の
参

会
者
が
杯
を
上
げ
た
。

登
壇
の

挨
拶
続
く

し
ば
ら
く
の
懇
談
の
あ
と
、

新
副
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
畳
増
し

て
抱
負
を
述
べ
、
さ
ら
に
盛
岡

市
会
談
貝
の
佐
々
木
勲
課
員

（
新
1
6
回
生
）
、
中
村
〓
議
員

（
新
1
9
回
生
）
と
高
橋
壷
幸
議
員

（
新
2
3
回
生
）
が
平
成
1
1
年
の
地

方
選
挙
で
の
当
選
挨
拶
を
兼
ね

て
現
況
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
学
校
側
か
ら
出
席
し

た
若
手
教
職
員
1
0
名
が
壌
上
に

上
り
、
そ
の
う
ち
2
名
を
除
い

て
8
名
が
同
窓
生
で
あ
る
こ
と

も
つ
け
加
え
て
菊
地
校
長
か
ら

一
人
ひ
と
り
を
紹
介
し
た
。

最
後
は
元
応
援
団
の
中
村
一

氏
の
指
揮
で
校
歌
を
斉
唱
し
て

散
会
と
な
っ
た
。

菊
地
治
雄
校
長

小
技
指
博
新
釦
会
長

村
上
用
五
郎
新
副
会
長

村
井
紀
之
新
副
会
長

盛岡市機会鵠員
中村一氏　　　　　　佐々木勲氏

讐宗祭監彗声　望盗悪義貞語紆）先生

1
0
月
2
2
日
の
総
会
の
席
で

副
会
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

暫
し
私
で
は
重
荷
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
が
、
岩
手

中
学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒

と
し
て
6
年
間
、
ま
た
、
大

学
を
終
え
て
母
校
に
4

2
年
間

も
お
世
話
い
た
だ
い
た
こ
と

を
思
い
ま
す
と
、
若
し
私
で

役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
と
、

お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の

新
会
長
、
副
会
長
は
昭
和
2
4

年
以
降
卒
業
の
新
制
高
校
卒

の
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
に
お
い
て
は
私
は
他

の
方
々
よ
り
少
し
は
旧
制
中

学
卒
の
先
輩
の
方
々
を
含
め

卒
業
生
の
方
々
に
詳
し
い
か

な
と
思
い
、
そ
の
方
面
で
何

ラ
ブ
等
は
言
う
に
及
ば
ず
、

全
然
考
え
て
も
い
な
い
と
こ

ろ
で
、
お
互
い
に
同
窓
生
だ

と
解
か
っ
た
瞬
間
か
ら
先

新
副
会
長
と
な
っ
て

喜
八
せ
A
T
A
T
魯
A
T
V
＆
ゥ
寺
鼻
V
∧
骨
八
号
阜
ふ
0
号
血
T
O
守
阜
ふ
0
且
甘

「
私
に
と
っ
て
の
石
桜
同
窓
生
」

村
　
上
　
照
五
郎

か
貢
献
出
来
れ
ば
良
い
と
考
　
輩
・
後
輩
の
話
、
教
え
ら
れ

え
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
た
先
生
方
の
話
、
な
ど
、
次
々

私
に
と
っ
て
の
石
桜
同
窓
　
と
進
み
1
0
年
来
の
知
己
の
ご

生
と
い
う
の
は
、
職
場
、
ク
　
と
く
、
直
ぐ
打
ち
解
け
る
間

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
よ
く
お
互
い
に
面

倒
を
見
た
り
お
世
話
を
し
た

り
す
る
仲
に
な
り
、
そ
こ
に

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
連
帯
感
が

湧
い
て
来
る
気
質
の
方
々
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

も
の
を
後
輩
の
皆
さ
ん
に

次
々
に
伝
え
て
行
き
、
ど
こ
の

高
校
卒
で
す
か
と
聞
か
れ
た

と
き
、
胸
を
張
っ
て
、
「
岩
手

高
等
学
校
で
す
」
と
い
う
気
位

を
い
つ
ま
で
も
持
続
す
る
よ

う
に
会
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

菊
地
治
雄
校
長
が
若
手
教
職
員
を
紹
介

昨
年
春
（
3
月
1
5
日
）
、
赤
坂

会
長
が
永
久
の
旅
路
に
立
た
れ

た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
淋
し
い

限
り
で
あ
り
ま
す
。

平
成
6
年
1
0
月
の
石
桜
同
窓

会
総
会
で
、
3
代
目
の
会
長
に

就
任
以
来
、
「
母
校
の
発
展
に
寄

与
せ
ん
」
、
「
母
校
の
灯
を
消
す

な
」
、
「
何
糞
精
神
で
頑
張
ら
ね

は
」
、
「
生
き
残
り
に
賭
け
る
」

（
会
報
2
0
号
～
2
3
号
）
の
言
葉
を

吐
き
、
常
に
果
敢
な
ほ
ど
熱
く

母
校
発
展
を
思
い
つ
づ
け
た
人

で
あ
り
ま
し
た
。

一
昨
年
の
夏
、
岩
手
医
大
病

院
入
院
の
報
を
得
て
、
秋
の
半

ば
頃
面
会
謝
絶
の
札
を
か
い
く

ぐ
っ
て
お
見
舞
い
し
た
ら
、
1
0

月
の
総
会
に
出
る
つ
も
り
だ
と

元
気
の
い
い
声
で
話
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
食
道
ガ
ン
の
大
手

術
の
後
で
は
そ
の
実
現
は
難
し

い
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

会
長
は
、
め
ん
こ
い
テ
レ
ビ
、

岩
手
医
大
同
窓
会
を
は
じ
め
と

す
る
十
指
に
余
る
団
体
の
要
職

を
兼
ね
て
い
る
だ
け
に
、
時
勢

を
見
る
眼
を
し
っ
か
り
持
っ
て

い
る
人
で
し
た
。

い
ま
や
少
子
化
の
時
代
に
突

入
し
て
、
公
立
学
校
は
再
編
計

画
が
策
定
さ
れ
、
私
学
も
ま
た

大
き
な
危
機
感
の
も
と
「
生
き

残
り
」
に
知
馨
を
競
う
様
相
を

ツ
の
強
い
学
校
に
で
き
な
い
も

の
か
と
同
窓
の
集
い
が
あ
る
ご

と
に
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

平
成
6
年
1
0
月
の
会
長
就
任

は
、
母
校
創
立
七
〇
周
年
記
念

事
業
の
出
発
点
で
あ
り
ま
し
た
。

平
成
7
年
早
々
か
ら
の
事
業
計

画
、
募
金
体
制
作
り
等
へ
の
取

里
す
る
に
至
っ

て
は
、
じ
っ
と

し
て
は
お
ら
れ

な
い
心
境
に
な

っ
た
よ
う
で
あ

り
ま
す
。

常
々
、
本
県

私
学
の
初
の
男

子
校
と
し
て
の

七
〇
年
の
歴
史

誰よりも母校愛に
燃えた同窓会長

前副会長

樽沢　昇

り
組
み
は
、
ま

こ
と
に
多
忙
の

中
に
進
め
ら
れ

た
の
で
あ
り
ま

す
。
会
長
は
、

時
あ
た
か
も
岩

手
医
大
同
窓
会

の
進
め
る
循
環

を
持
つ
母
校
の
将
来
が
案
じ
ら

れ
て
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

り
ま
す
。

い
ま
こ
そ
、
母
校
創
始
者
三

田
義
正
翁
の
津
田
仙
の
学
農
社

流
の
特
別
方
式
を
採
り
入
れ
ら

れ
な
い
も
の
か
、
良
き
指
導
者

を
得
て
往
時
の
よ
う
に
ス
ポ
ー

器
セ
ン
タ
ー
の

建
設
と
募
金
と

い
う
大
事
業
を
抱
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
と
て
も
、

常
人
で
は
務
ま
ら
な
い
ほ
ど
だ

と
思
い
ま
し
た
。

ま
し
て
や
バ
ブ
ル
経
済
が
崩

壊
し
始
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
す

か
ら
、
会
議
の
数
も
増
す
よ
う

で
あ
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
石

桜
同
窓
会
の
事
業
の
た
め
の
大

小
の
会
議
は
2
2
回
に
及
び
ま
し

た
か
ら
、
医
大
そ
の
他
を
合
わ

せ
る
と
推
測
し
か
ね
る
ほ
ど
で

あ
り
ま
す
。

会
長
は
、
決
し
て
弱
音
を
吐

く
こ
と
も
逃
げ
出
す
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
鰊
題
に
向

か
っ
て
い
く
姿
勢
は
敬
服
す
る

ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。
全
国

に
散
在
す
る
同
窓
へ
の
事
業
趣

意
書
文
を
毛
筆
を
執
っ
て
一
夜

に
し
て
成
す
と
い
う
ほ
ど
で
し

た
。
そ
れ
だ
け
に
、
お
願
い
文

で
は
な
く
撒
文
の
よ
う
な
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
激

し
く
母
校
へ
の
発
展
を
訴
え
て

い
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

い
ま
に
し
て
想
え
ば
、
会
長

は
母
校
七
〇
周
年
の
た
め
に
棉

魂
を
傾
け
、
同
窓
に
「
俺
は
岩

高
の
卒
業
生
だ
。
胸
を
張
れ
」

と
樽
を
飛
ば
し
、
自
ら
行
動
し
、

人
々
を
動
か
し
事
業
終
了
と
と

も
に
風
の
よ
う
に
去
っ
て
遡
っ

た
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。

前石桜同窓会長

赤坂俊夫氏を悼む

36年　赤坂医院院長

39年　盛岡市医師会理事

58年　県私立病院協会長

H2年　めんこいテレビ

代表取締役社長

Il年　3月15日逝去

赤坂俊夫氏噸歴

S川年　岩手中学校卒築

け年　岩手医学専門学

校卒業

封年　岩手医科大学助

教授

元
気
で
各
方
面
で
活
躍
し
て

お
ら
れ
た
岩
手
高
校
同
窓
会
の

会
長
赤
坂
俊
夫
君
が
全
く
突
然

亡
く
な
ら
れ
、
驚
き
と
と
も
に

聞
き
違
い
で
は
と
改
め
て
確
認

し
た
く
ら
い
で
し
た
。

長
ら
く
同
窓
会
長
を
お
っ
と

め
に
な
ら
れ
た
1
回
生
の
松
見

得
明
先
生
が
引
退
さ
れ
た
の
で
、

理
事
会
の
総
意
で
9
回
生
の
赤

坂
俊
夫
君
が
選
出
さ
れ
、
3
代

目
会
長
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
も
母
校
7
0
周
年
の
祝
賀
式

の
挨
拶
を
し
た
時
、
私
も
同
級

生
と
し
て
、
ま
た
母
校
の
歯
科

の
校
医
と
し
て
列
席
し
、
彼
は

専
門
の
医
師
と
し
て
の
立
場
も

含
め
て
元
気
あ
る
声
で
、
学
業

に
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
に
精
進
す
る

よ
う
に
と
話
し
た
。
凛
と
し
た

挨
拶
は
今
も
思
い
出
さ
れ
る
。

思
え
ば
彼
と
は
昭
和
1
4
年
卒

業
の
同
じ
9
回
生
で
、
彼
は
医

師
、
私
は
歯
科
医
師
と
進
む
道

は
違
っ
た
も
の
の
、
と
も
に
無

事
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
郷
里
盛
岡
で
開
業
し
、
時

折
交
互
に
彼
は
私
の
身
体
を
、

ま
た
私
は
彼
の
歯
を
治
療
し
た

り
し
ま
し
た
。

年
相
応
に
そ
れ
ぞ
れ
社
会
に

奉
仕
す
る
道
を
進
ん
だ
が
、
彼

は
ラ
ヂ
オ
ド
ク
タ
ー
と
し
て
名

赤坂俊夫前会長を
偲んで

旧9回生（同級生）

照井安産

を
な
し
、
そ
の
外
色
々
の
面
に

活
躍
さ
れ
て
い
る
の
も
多
く
の

方
々
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
家
庭
に
あ
っ
て
は
ご
子
息

方
を
一
流
の
医
師
と
し
て
世
に

出
さ
れ
、
そ
の
上
、
岩
手
医
大

で
同
窓
会
長
を
引
き
受
け
ら
れ
、

活
躍
な
さ
れ
て
い
る
も
知
る
人

ぞ
知
る
話
で
あ
る
。

最
近
は
酒
は
あ
ま
り
飲
め
な

く
な
っ
た
と
い
っ
て
お
ら
れ
た

が
、
入
院
の
知
ら
せ
で
病
室
に

見
舞
っ
た
と
こ
ろ
、
予
想
し
た

よ
り
重
症
と
思
わ
れ
、
奥
様
に

ご
大
切
に
と
申
上
げ
た
が
、
我

が
値
で
い
う
事
を
聞
か
な
い
で

す
よ
と
苦
笑
い
を
な
さ
っ
て
お

ら
れ
た
。
桜
の
咲
く
頃
に
は
元

気
で
退
院
と
思
わ
れ
た
の
に
甚

だ
残
念
で
し
た
。

今
年
の
私
ど
も
の
第
9
回
同

級
会
で
は
各
地
か
ら
集
っ
た
諸

君
か
ら
彼
の
話
層
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。
彼
の
後
任
は
小
生
が

引
き
継
ぎ
ま
し
た
が
、
皆
年
老

い
て
8
0
歳
に
近
く
、
ま
た
は
越

え
る
者
も
あ
り
、
も
う
ひ
と
頑

張
り
だ
な
と
話
し
て
解
散
し
た

の
も
つ
い
こ
の
間
の
こ
と
で
す
。

赤
坂
俊
夫
会
長
を
偲
ん
で
の
文

の
ご
依
頼
を
受
け
て
、
改
め
て

想
う
と
こ
ろ
を
記
し
ま
し
た
。

大小轟宴会・鱒繭饅等に
鋼利用下さい．

御食】■処
；；：菅 の え ね 支 店

盛 岡市 本 町通 1 丁 目17－6

電話 622 －9346

肉　の　デパ　ー ト

丸　　　　　 岩

盛岡市上田一丁日7 のll T E L （62 4）65 65

メンズファッション＆スクールちなア

㈱　 佐　 藤　 被　 服

本　社　盛岡市肴町　T E L　㈹（624）3797
営業所　紫波郡矢巾町流通センター

T E L　㈹（637）2661
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恩
師
下
村
幸
男
先
生
（
旧
1
3
回

生
）
か
ら
の
手
紙川

　
村
　
康
　
二

（
岩
手
高
教
諭
第
2
4
回
生
）

筆
者
の
恩
師
で
あ
る
下
村
幸

男
先
生
の
在
学
中
、
滑
空
部
（
グ

ラ
イ
ダ
⊥
が
存
在
し
、
大
い

に
青
春
を
謳
歌
さ
れ
た
が
「
記

念
誌
に
そ
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ

な
か
っ
た
の
が
残
念
」
と
の
こ

と
。
先
生
か
ら
の
手
紙
を
載
せ

て
、
ぜ
ひ
そ
の
紆
介
を
し
た
い
。

◆
　
　
　
◆

拝
啓
　
大
変
久
し
く
失
礼
し
て

い
ま
す
。
岩
手
高
等
学
校
の
現

在
の
写
真
を
贈
ら
れ
て
、
余
り

に
も
立
派
な
校
舎
に
驚
い
て
い

ま
す
。
バ
ス
で
通
り
な
が
ら
校

舎
を
遠
く
か
ら
見
る
こ
と
が
あ

上
縄
の
文
は
筆
者
下
村
幸
男

氏
の
8
0
貢
余
の
「
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
青
春
賦
」
の
1
百
目
か
ら
の

抜
粋
で
あ
る
。

確
か
に
戦
争
中
の
旧
制
岩
手

中
学
に
は
「
滑
空
部
」
な
る
も

の
が
存
在
し
た
。
岩
手
医
等
・

盛
岡
工
業
と
並
ん
で
岩
手
中
学

に
は
初
級
滑
空
機
、
中
級
滑
空

機
が
あ
っ
た
。
別
名
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
、
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
、
ソ
ア

ラ
ー
と
い
う
、
ク
ラ
ス
別
の
グ

ラ
イ
ダ
ー
の
少
く
と
も
2
種
が

あ
っ
た
。
恐
ら
く
そ
の
た
め
夢

多
い
少
年
の
う
ち
、
こ
の
グ
ラ

イ
ダ
ー
に
乗
れ
る
こ
と
に
憧
れ

て
入
学
し
た
者
も
い
た
か
も
知

れ
な
い
。

石
桜
5
0
年
史
、
7
0
年
史
に
も

そ
の
形
骸
が
載
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
を
見
る
と
、
い
わ
ば
幻
の

「
滑
空
部
」
の
ま
ま
忘
れ
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
た
。

そ
の
意
味
で
岩
手
高
校
の
川

村
康
〓
先
生
（
新
2
4
回
生
）
の

も
と
に
寄
せ
ら
れ
た
下
村
幸
男

氏
の
「
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
青
春
賦
」

は
貴
重
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、

・
鴛
宿
滑
空
場
勤
労
奉
仕

こ
こ
級
滑
空
士
講
習
会
参
加

・
我
ら
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
修
理

・
中
級
滑
空
機
操
縦
士
指
導
者

講
習
会
参
加

こ
ハ
原
滑
空
場
　
等
々

初
め
て
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
乗
っ

た
時
の
田
村
二
三
、
畑
山
光
昭
、

佐
々
木
幸
三
、
太
田
代
実
、
鈴

木
祐
八
郎
、
佐
藤
和
郎
各
位
の

感
想
文
ま
で
収
録
さ
れ
て
、
秘

蔵
の
書
庫
に
接
す
る
よ
う
で
あ

る
。
当
時
の
写
真
、
新
聞
切
抜

ま
で
豊
富
で
記
録
と
し
て
も
一

級
の
も
の
で
あ
る
。

っ
て
も
、
良
く
は
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
立
派
な
素
晴
ら
し

い
校
舎
設
備
の
充
実
し
た
写
真
、

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

古
い
昔
の
あ
る
日
の
事
で
す
。

職
員
室
を
ノ
ッ
ク
し
て
中
に
入

っ
て
か
ら
、
「
私
は
達
磨
先
生
に

用
が
あ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
」
と

大
声
で
云
い
ま
し
た
。
先
生
達

は
一
斉
に
大
声
で
芙
い
ま
し
た
。

言
い
方
が
悪
い
の
か
と
思
い
、

更
に
大
声
で
云
い
ま
し
た
。
更

に
大
き
い
笑
い
声
が
跳
ね
返
る

様
に
来
ま
し
た
。
そ
の
時
白
髪

の
優
し
い
お
爺
さ
ん
先
生
が
「
授

業
料
か
、
こ
っ
ち
に
来
な
さ
い
ご

と
呼
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
授
業

料
を
払
い
終
わ
っ
て
も
、
先
生

は
只
ニ
コ
1
〓
」
し
て
い
る
だ
け

で
し
た
。
そ
の
先
生
と
は
何
度

か
一
緒
に
帰
る
事
も
有
り
ま
し

た
。
お
話
を
し
な
が
ら
歩
き
ま

し
た
が
、
ど
こ
で
別
れ
た
の
か

は
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。
「
達
磨

さ
ん
」
と
云
う
名
前
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
工
藤
と
云
う

事
務
の
先
生
で
あ
る
こ
と
は
大

分
縫
っ
て
か
ら
知
り
ま
し
た
。

こ
の
仇
名
は
本
人
も
結
構
気
に

入
っ
て
い
た
ら
し
い
様
で
し
た
。

入
学
は
現
岩
手
女
学
校
地
。

従
っ
て
冬
の
体
育
の
授
業
は
岩

手
公
園
で
ラ
グ
ビ
ー
を
よ
く
し

ま
し
た
。
戸
均
先
生
か
ら
教
わ

っ
た
様
に
し
て
先
生
に
タ
ッ
ク

ル
を
掛
け
て
転
ば
す
の
も
愉
快

で
し
た
。

古
い
校
舎
か
ら
新
し
い
校
舎

に
移
転
す
る
時
も
楽
し
い
も
の

で
し
た
。
由
緒
有
る
立
派
な
奉

安
殿
を
鳩
に
乗
せ
て
、
全
校
生
徒

で
引
い
て
行
き
ま
し
た
。
慎
重

に
引
い
て
行
く
の
で
す
が
、
穐

数
々
の
費
重
な
写
真

が
横
滑
り
し
て
民
家
に
あ
た
り

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
い

は
少
々
当
た
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
力
を
合
わ

せ
て
指
揮
者
の
指
揮
に
従
っ
て

引
き
ま
し
た
。
力
を
合
わ
せ
て

や
っ
て
も
大
変
な
作
業
で
し
た
。

－
　
中
略
－
－
－

創
立
七
十
年
記
念
誌
を
鱒
沢

君
等
が
中
心
と
な
っ
て
編
集
さ

れ
た
物
を
手
に
し
な
が
ら
、
岩

手
中
学
校
の
懐
か
し
い
校
舎
と

生
活
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
素

晴
ら
し
い
記
念
誌
だ
と
も
思
い

ま
し
た
が
、
不
満
も
あ
り
ま
し
た
。

各
運
動
部
の
活
躍
の
歴
史
の
よ

う
な
物
も
あ
げ
ら
れ
て
い
た
様

で
す
が
、
私
の
在
学
当
時
は
戦
争

中
で
あ
っ
た
た
め
な
の
か
、
そ
ん

な
中
で
の
滑
空
部
の
存
在
も
活

躍
し
た
事
に
つ
い
て
も
何
か
の

理
由
で
割
愛
し
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
残
念
で
も
あ
り
ま
す
。

私
は
昭
和
五
十
六
年
二
月
鵜

飼
小
学
校
に
在
職
し
て
い
た

時
、
高
血
圧
性
脳
出
血
で
倒
れ

ま
し
た
。
定
年
ま
で
三
年
残
し

て
退
職
し
、
繁
温
泉
病
院
に
入

院
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
必
死
で
励
み
ま
し
た
二
一
年

半
の
リ
ハ
ビ
リ
と
物
療
の
お
陰

で
腕
に
力
が
稔
り
、
不
自
由
な

く
過
ご
す
事
が
出
来
る
様
に
な

り
ま
し
た
が
、
家
に
帰
っ
て
来

る
時
、
先
生
か
ら
「
リ
ハ
ビ
リ

に
何
か
書
い
て
見
て
ご
覧
な
さ

い
」
と
云
わ
れ
、
書
い
て
み
ま

し
た
が
文
字
も
筆
順
も
忘
れ
文

に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
学
校
時
代
の
ク
ラ
ス
会
が

あ
り
ま
し
た
。
病
気
で
年
賀
状

を
欠
礼
し
て
い
る
事
を
話
し
ま

し
た
。
ク
ラ
ス
会
が
終
っ
て
次

の
日
、
東
京
か
ら
屯
話
で
、
「
ワ

ー
プ
ロ
を
贈
る
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

に
や
っ
て
み
ろ
」
と
い
き
な
り

送
っ
て
よ
こ
し
ま
し
た
。
見
た

事
は
あ
っ
て
も
触
っ
た
事
は
無

い
と
云
っ
た
の
で
す
が
折
角
贈

っ
て
く
れ
た
の
で
、
甥
に
言
垂

を
並
べ
て
変
換
す
る
事
だ
け
を

教
え
ら
れ
て
打
っ
て
見
ま
し
た
。

何
を
打
っ
た
ら
良
い
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
私
の
頭
に
強
烈
な

記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
た
事
と

云
え
ば
や
は
り
グ
ラ
イ
ダ
ー
の

思
い
出
で
す
。
そ
の
思
い
出
を

拙
い
文
に
し
た
の
が
「
グ
ラ
イ

．
雫

テ
ニ
ス
部
　
県
南
総
体
団
体
優

勝
・
東
北
高
校
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
団
休
優
勝
・
県
高
校

新
人
テ
ニ
ス
大
会
団
体
優
勝

山
岳
部
・
県
民
体
少
年
男
子
の

部
A
チ
ー
ム
団
体
優
勝
・
県

新
人
戦
団
体
第
三
位

水
泳
部
　
県
民
体
㈱
m
フ
リ
ー

リ
レ
ー
第
三
位
・
刷
m
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
第
三
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
　
東
北
高
校

イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会
団
体
第
三
位

映
画
部
　
県
南
紀
文
祭
放
送
部

門
大
会
テ
レ
ビ
創
作
ド
ラ
マ

部
門
第
一
位

将
棋
辞
　
県
高
校
将
棋
大
会
団

体
第
三
位
・
県
高
校
文
化
連

盟
将
棋
新
人
大
会
団
体
優
勝

●
個
人
の
都

県
高
総
体
テ
ニ
ス
規
技
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

ダ
ブ
ル
ス
健
勝
　
長
澤
興
祐

シ
ン
グ
ル
ス
準
優
勝

ダ
ブ
ル
ス
準
優
勝
中
濃
　
理

シ
ン
グ
ル
ス
第
三
位

ダ
ブ
ル
ス
優
勝
　
中
川
　
欄

〃
　
準
優
勝
今
　
幹
裕

県
高
総
体
柔
道
競
技

畑
地
超
敵
軍
二
位
席
　
靖
責

県
高
総
体
水
泳
競
技
　
Ⅷ
m
・

珊
m
背
泳
健
勝
　
氷
見
道
義

県
高
校
将
棋
大
会

個
人
戦
健
勝
　
米
澤
佑
太

東
北
高
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

シ
ン
グ
ル
ス
準
健
勝

ダ
ブ
ル
ス
優
勝
　
中
澤
　
理

シ
ン
グ
ル
ス
第
三
位

ダ
ブ
ル
ス
準
優
勝
長
澤
興
祐

〃
　
櫻
勝
　
今
　
幹
裕

〃
　
準
優
勝
中
川
　
塀

県
民
体
柔
道
競
技

無
差
別
級
第
三
位
原
　
靖
責

県
民
体
テ
ニ
ス
農
技
少
年
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

ダ
ブ
ル
ス
準
優
勝
中
澤
　
理

シ
ン
グ
ル
ス
準
優
勝

ダ
ブ
ル
ス
優
勝
　
長
澤
輿
祐

〃
　
優
勝
　
中
川
　
順

県
民
体
水
泳
競
技
少
年
男
子
A

珊
m
背
泳
優
勝
　
氷
見
道
義

全
国
高
校
将
棋
竜
王
戦
県
選
手

権
大
会
　
優
勝
　
米
澤
佑
太

準
優
勝
　
吉
日
飛
鳥

県
高
校
新
人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会
　
準
優
勝
　
校
舘
正
幸

〃
　
　
佐
藤
藁
祐

県
高
綾
新
人
テ
ニ
ス
大
会
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
健
勝

ダ
ブ
ル
ス
優
勝
　
中
川
　
順

〃
　
　
〃
　
膏
原
陵
臣

〃
　
琴
二
位
武
藤
　
馳

〃
　
　
〃
　
佐
々
木
悸

県
高
校
文
化
連
盟
将
棋
新
人
大

会
A
級
優
勝
　
米
澤
佑
太

〃
　
第
三
位
川
村
　
繚

ダ
ー
の
青
春
譜
」
で
す
。

盛
岡
タ
イ
ム
ス
社
の
方
が
別

な
用
で
拙
宅
に
お
見
え
に
な
っ

た
時
に
ご
覧
に
な
り
、
「
戦
時
中

の
記
録
な
の
だ
か
ら
新
開
に
掲

載
さ
せ
て
下
さ
い
。
」
と
云
わ
れ

ま
し
た
。
私
の
文
は
と
て
も
人

に
読
ん
で
頂
け
る
様
な
文
章
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
断
り

し
た
の
で
す
が
、
結
局
、
週
二

回
五
十
回
連
載
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
私
の
教
官
と
昔
の
仲
間

は
大
変
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
し
、

読
ん
で
下
さ
っ
た
方
か
ら
資
料

を
送
っ
て
下
さ
る
方
も
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
記
録
を
印
刷
し
て
小
冊

子
に
し
た
ら
と
勤
め
て
く
れ
る

4
月
新
入
生
を
迎
え
る
よ
う
　
－

「
石
桜
寮
」
完
成

老
朽
が
伝
え
ら
れ
て
い
た

加
賀
野
の
寄
宿
舎
に
代
っ
て
、

母
校
の
隣
接
地
に
「
石
桜
寮
」

が
完
成
し
ま
し
た
。

●
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
階

建
　
個
室
2
4
、
2
人
部
屋

2
董
　
浴
室
、
自
習
室
、

洗
濯
室
完
備

●
盛
岡
市
長
田
町
7
・
6
0

●
入
寮
訝
　
5
万
円

（
入
寮
時
の
み
）

●
寮
費月

額
5
1
、
0
0
0
円

（
食
事
、
土
・
百
・
祝
日

含
み
3
食
）

●
室
内
　
ベ
ッ
ド
、
学
習
机
、

椅
子
、
物
入
れ
、
暖
房
完

√

．

●

1

，

．

1

．

1

．

▲

，

、

1

．

1

、

l

l　　　　　ノし　　、

、一一一一●一一・一一・

方
も
い
ま
し
た
が
、
業
者
に
頼

む
程
の
物
で
な
い
、
拙
い
文
な

の
で
自
分
で
製
本
し
纏
め
て
見

ま
し
た
。
部
数
も
少
な
い
の
で
、

昔
の
仲
間
と
お
世
話
頂
い
た
数

人
だ
け
に
贈
り
ま
し
た
。

製
本
し
贈
っ
た
後
か
ら
、
大

変
な
事
を
忘
れ
て
い
た
事
に
気

づ
き
ま
し
た
。
私
達
が
滑
空
訓

練
を
し
た
の
は
放
課
後
、
校
庭

に
集
ま
り
、
揃
っ
て
観
武
ケ
原

を
目
指
し
て
駆
け
足
で
行
く
の

が
常
で
し
た
。
大
日
本
飛
行
協

会
の
格
納
庫
か
ら
「
鳩
型
」
と

い
う
初
級
機
を
出
し
て
練
習
し

て
い
た
．
ノ
～
ヽ

「
文
部
省
型
滑
空
機
」
を
昭

和
十
六
年
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
三
田
義
一
理
事
長
よ
り
突

然
学
校
に
贈
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

私
達
部
員
は
発
き
と
共
に
睾
び

ま
し
た
。

贈
ら
れ
た
当
時
の
滑
空
機
t

機
と
諸
道
具
合
わ
せ
て
の
金
額

は
、
機
体
六
百
円
、
ゴ
ム
索
百

六
十
円
の
大
金
で
あ
っ
た
事
を

知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
と
思

い
ま
す
。

駕
宿
滑
空
場
で
滑
空
訓
練
の

査
閲
が
あ
っ
た
。
査
閲
官
は
弘

前
師
団
の
開
山
滑
空
中
尉
で
、

査
閲
の
結
果
は
最
優
秀
校
と
し

て
、
お
誉
め
の
言
葉
を
戴
い
て

帰
校
し
た
。

校
庭
が
狭
く
、
隣
接
す
る
田

圃
を
利
用
し
て
も
、
一
メ
ー
ト

ル
と
高
度
を
取
る
事
が
難
し
か

っ
た
中
で
の
訓
練
だ
っ
た
事
を

思
い
出
し
ま
す
。

l

後

略

－

－

◆
　
　
　
◆

「
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
青
春
譜
」

は
思
い
も
か
け
ず
私
の
よ
う
な

者
に
ま
で
一
冊
頂
戴
し
た
の
で

同
窓
会
事
務
局
に
保
管
し
て
い

ま
す
。
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は

学
校
の
方
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

〔お詫びと訂正】

2月発行の石桜同窓会名簿

の広告に誤りがありました。

お詫びして言丁正いたします。

東京石桜同窓会

名誉会長　三田　義之先生

願　間　辻　公一郎（旧12）

吉田　大三（〟）

薩野　信篤（旧17後胤

原　　章（旧18）

政二（新6）

隆（〝）

津　義一（新8）

　 あなたの勒 モ書に役立つスポーツ品
田 藤 沢 竺 曇 堂
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釜

台

尊

号

阜

令

書

合

せ

尊

書

尋

尊

書

号

令

尊

号

サ

号

号

や

号

や

せ

せ

同
窓
生
の
慶
事
つ
づ
く

阜

命

令

魯

命

令

争

令

や

せ

せ

阜

号

令

阜

阜

阜

尊

書

号

令

尊

号

阜

阜

阜

尊

号

魯

争

豊

0

揚

場

窓
会
劃
会
長

松
四
郎
氏
（
旧
1

0
回
生
）

市
勢
功
労
考
に

盛
岡
市
の
平
成
1
1
年
度
市
勢

功
労
者
に
元
石
桜
同
窓
会
副
会

長
栃
内
松
四
郎
氏
が
決
ま
り
、

昨
年
1
1
月
3
日
に
盛
岡
市
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
た
。

栃
内
氏
は
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り

実
行
委
員
会
副
委
員
惑
、
盛
岡

商
工
会
議
所
常
議
員
と
し
て
広

く
商
工
業
界
の
指
導
に
努
め
、

参
加
型
夏
ま
つ
り
と
し
て
の
「
盛

岡
さ
ん
さ
踊
り
」
の
創
設
に
尽

力
し
た
こ
と
に
よ
る
。

栃
内
氏
の
受
彰
を
祝
う
会
は

1
月
1
1
日
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
夜
6
時
か
ら
開
催
さ
れ
、

4
0
0
名
の
参
会
者
で
盛
会
だ

っ
た
。

表
彰
を
受
け
る

氏
と

氏
宗
2
回
生
赤

部
門
の

栃
内
松
四
郎
氏
は
永
年
岩
手

県
水
泳
連
盟
会
長
と
し
て
の
功

績
に
よ
り
、
ま
た
母
校
教
諭
だ

っ
た
村
上
照
五
郎
氏
は
永
年
岩

手
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
の
会

長
と
し
て
（
社
会
、
体
育
）
に

寄
与
し
た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年

1
1
月
4
日
岩
手
県
か
ら
表
彰
さ

選
、
着
実
に
市
勢
の
充
実
発
展

に
堅
実
な
行
政
手
腕
を
発
揮
し

◇50音索引のほか
◇地域別索引

◇現職月、旧職月名簿
◇同窓生企業広告90社余

を集線した情報源です。

頒価　送料含み　4000円

石桜同窓会名簿の前回発

行から5年余を経ています
ので、例によってアンケー

トによる住所整備に意を注
ぎながら2000年の最新版が

今年2月未出来上りました。
同窓生名簿は在学経歴の　お申込みは下記へ

共有感をもつだけでなく、　　〒020－0062
社会の各方面に活躍されて　　盛岡市長田町7－60
いる同窓生相互の連帯協力　　岩手高等学校内　右転同窓会

に大きな役割を果たします。　Td O19－624－4445

て
い
る
久
慈
義
昭
氏
は
昨
年
1
0

月
5
日
、
久
慈
市
長
在
任
2
0
年

の
功
績
に
よ
り
、
自
治
大
臣
表

彰
の
栄
誉
を
受
け
た
。

膨
一概朝芳

－著書相次いで出版－

「
祭
り
鳴
子
よ

高
ら
か
に
」

実
業
界
で
は
土
木
建
築
請
負

業
栃
内
組
勤
務
を
皮
切
り
に
盛

岡
水
道
工
業
、
あ
る
い
は
全
国

喫
茶
組
合
に
関
わ
り
、
そ
の
一

方
で
若
く
し
て
政
治
の
世
界
も

歩
ん
だ
栃
内
松
四
郎
氏
は
平
成

川
年
暮
れ
に
自
伝
「
祭
り
磯
子

よ
高
ら
か
に
」
を
刊
行
し
た
。

盛
岡
八
幡
宮
に
近
い
盛
岡
の

下
町
生
姜
町
に
生
ま
れ
、
祭
り

疇
子
を
聞
い
て
育
っ
た
同
氏
は

盛
岡
の
夏
ま
つ
り
、
「
さ
ん
さ
踊

り
」
に
2
0
年
関
わ
り
参
加
者
3

万
1
千
人
に
育
て
た
一
人
で
も

あ
る
。

岩
手
中
学
の
水
泳
部
で
は
長

距
離
選
手
と
し
て
練
習
に
明
け

く
れ
、
中
央
大
学
か
ら
学
徒
出

陣
、
海
軍
特
攻
隊
員
と
し
て
の

自
熟
し
た
青
春
を
過
ご
す
。

山
本
猛
夫
代
議
士
と
の
出
会

い
か
ら
政
治
に
夢
と
ロ
マ
ン
を

抱
き
、
県
議
も
歴
任
、
石
桜
同

窓
会
で
も
身
近
な
世
話
役
と
し

て
2
0
に
余
る
肩
書
を
こ
な
し
た
。

全
国
喫
茶
業
環
境
術
生
同
業

組
合
連
合
会
副
会
長
や
岩
手
県

水
泳
連
盟
会
長
と
し
て
友
愛
、

団
結
、
繁
栄
の
た
め
尽
力
し
た
。

同
音
は
多
方
面
に
亘
っ
て
世

話
役
に
徹
し
た
栃
内
氏
の
活
躍

を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
い

る
。栃

内
氏
は
そ
の
あ
と
が
さ
で

「
自
分
の
辿
っ
た
道
は
、
仕
事
で

も
政
治
で
も
、
奉
仕
活
動
で
も

大
変
浮
気
性
で
雑
多
な
人
生
で

し
た
。
し
か
し
本
書
を
著
す
こ

と
で
七
十
有
余
年
を
振
り
返
る

時
間
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
か
ら
少
し
で
も
町
づ
く
け

の
情
熱
と
政
治
の
ロ
マ
ン
を
感

じ
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し

い
」
と
述
べ
て
い
る
。

ご
希
望
の
向
き
は

（
四
六
判
2
8
6
貫
　
頒
価

2
、
0
0
0
円
　
送
料
別
途

盛
岡
市
詑
屋
町
1
6
－
2
0

T
E
L

O
1
9
－
6
2
3
－
6
8
5
9

栃
内
松
四
郎
氏
宛
）

「
困
っ
た
上
司
、

困
っ
た
部
下
」

N
T
T
勤
務
歴
4
5
年
、
現
在

旧
盛
岡
藩
士
桑
田
理
重
点
の
和

井
内
和
夫
氏
が
昨
年
8
月
、
著

書
を
出
版
し
た
。
題
し
て
「
困

っ
た
上
司
、
困
っ
た
部
下
」
。

前
半
で
は
職
場
の
自
分
の
周

り
の
人
間
の
、
普
段
の
行
動
か

ら
そ
の
根
底
に
あ
る
も
の
を
理

解
す
べ
き
で
あ
る
、
と
。
こ
れ

を
つ
か
ん
で
適
切
に
対
応
す
る

た
め
の
ヒ
ン
ト
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

後
半
は
著
者
が
長
い
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
生
活
の
経
験
か
ら
得
た

人
間
や
組
織
に
つ
い
て
の
考
え

方
や
参
考
に
な
る
特
異
な
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
と
、
そ
れ
ら
を
下

敷
き
に
し
た
〝
人
間
観
″
や
〝
職

場
観
″
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
読
者
が
職

場
の
人
間
関
係
で
嫌
な
思
い
を

′
支
部
だ
よ
り

▼
仙
台
石
桜
同
窓
会

第
2
回
総
会
は
弘
前
大
医
学

部
佐
々
木
甚
一
講
師
を
招
い
て

平
成
9
年
に
結
成
し
た
仙
台

同
窓
会
は
第
2
回
総
会
の
開
催

に
当
り
、
福
島
と
山
形
両
県
の

同
窓
生
に
も
呼
び
か
け
て
盛
会

を
期
し
て
開
会
。
特
別
企
画
と

し
て
弘
前
大
学
医
学
部
細
菌
学

講
座
の
佐
々
木
甚
〓
新
1
1
回
）

講
師
を
招
い
て
講
演
も
願
っ
た
。

平
成
1
0
年
8
月
2
2
日
（
圭

午
後
5
時
3
0
分
か
ら
l
R
仙
台

駅
東
口
前
イ
ー
ス
ト
パ
ル
タ
8

F
の
「
美
点
花
（
メ
イ
テ
ン
プ

ア
）
」
で
開
催
。
佐
々
木
甚
一
氏

は
「
イ
カ
墨
は
い
か
す
」
．
食

材
に
み
る
抗
菌
・
抗
が
ん
作
用

と
題
し
て
の
講
済
だ
っ
た
。

懇
親
会
は
午
後
6
時
2
0
分
か

ら
、
仙
台
市
内
の
岩
高
O
B
の

学
生
に
も
好
評
だ
っ
た
。

仙
台
同
窓
会
会
長
は
小
林
陵

二
（
新
3
回
生
）
、
事
務
局
長
は

横
田
英
司
（
新
1
1
回
生
）
氏
で

あ
る
。

▼
東
京
石
桜
同
窓
会

平
成
10
年
度
総
会
は

帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催

東
京
石
桜
同
窓
会
は
さ
ら
な る

活
性
化
と
発
展
を
め
ざ
し
て
、

そ
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
す
る

た
め
会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
求

め
、
分
析
に
努
め
た
。

日
本
全
体
が
萎
縮
傾
向
に
あ

る
中
で
、
こ
ん
な
と
き
こ
そ
石

桜
精
神
を
発
揮
し
て
、
明
る
く

覇
気
を
も
っ
て
穀
を
打
ち
破
る

ぺ
く
平
成
1
0
年
度
総
会
は
川
年

9
月
2
6
日
午
後
7
時
か
ら
都
内

内
幸
町
の
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。

第
一
部
は
国
立
音
楽
大
学
教

授
の
瀬
川
武
氏
（
新
1

2
回
生
）

の
「
お
話
」
と
「
楽
し
い
調
奏

会
」
で
、
第
二
部
は
総
会
・
懇

親
会
と
し
た
。
同
会
会
長
代
行

は
遠
藤
政
二
（
新
6
回
生
）
、
実

行
委
員
長
は
森
田
明
典
（
薪
2

0

回
生
）
だ
っ
た
。

▼
日
大
石
桜
会

平
成
川
年
度
総
会
並
び
に

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

日
大
石
機
会
（
会
長
田
鎖
康

誠
新
6
回
生
）
は
平
成
1
0
年
日

月
12
日
（
木
）
午
後
6
時
か
ら
盛

岡
市
内
茸
手
町
の
「
サ
ザ
エ
さ

ん
」
で
総
会
、
懇
親
会
を
も
っ
た
。

ま
た
同
日
朝
か
ら
盛
岡
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
親
睦
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
も
開
催
し
て
旧
交
を
温

め
た
二
な
お
、
同
会
事
務
局
は

盛
岡
市
仙
北
一
丁
日
8
－
4

高
橋
睦
夫
（
新
け
）
方
で
す
。
）

▼
東
京
同
窓
会

新
会
員
歓
迎
会
を
実
施

東
京
石
桜
同
窓
会
恒
例
の
新

会
員
歓
迎
会
は
、
母
校
を
今
春

卒
業
し
て
上
京
の
新
O
B
の
東

京
生
活
の
慣
れ
た
頃
を
見
計
ら

っ
て
、
1
1
年
5
月
2
9
日
九
段
会
館

で
午
後
6
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
。

新
会
員
は
1
0
名
、
上
級
校
在

学
の
学
生
が
5
名
、
一
般
O
B

が
1
6
名
の
合
計
3
1
名
が
出
席
し

て
和
や
か
な
一
夜
と
な
っ
た
。

新
入
会
員
に
と
っ
て
は
都
内

在
住
の
先
輩
と
上
京
の
恩
師
の

変
ら
ぬ
温
情
に
感
激
の
会
と
な

っ
た
。
今
回
の
新
会
員
歓
迎
会

幹
事
は
菅
野
華
氏
（
新
1
3
回
隻

だ
っ
た
。

▼
N
T
T
石
桜
同
窓
会
発
足

平
成
‖
年
1
月
3
0
日
（
土
）
盛

岡
市
中
央
通
り
の
仁
王
会
館
で

N
T
T
石
桜
同
窓
会
の
発
足
会

が
開
催
さ
れ
1
8
名
が
参
集
し
た
。

初
代
会
長
に
は
N
T
T
O
B

で
、
現
在
は
旧
南
部
藩
士
桑
田

の
理
事
長
で
あ
る
和
井
内
和
夫

丘
　
（
旧
1
7
回
生
後
憫
和
）
　
が
運
ば

れ
、
事
務
局
は
中
屋
敷
美
音
勇

氏
（
新
2
3
回
生
）
が
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

中
屋
敷
氏
の
連
絡
先
電
話
は

会
社
T
E
L

O
1
9
－
6
2
5
－
4
5
5
1

自
宅
T
E
L

O
1
9
－
6
2
2
－
0
5
1
1

◆

　

　

　

◆

平
成
1
1
年
5
月
2
6
日
（
水
）

同
N
T
T
石
桜
同
窓
会
は
盛
岡

市
の
仁
王
会
館
で
1
7
名
が
出

席
、
同
会
会
員
で
あ
る
盛
岡
市

市
議
会
議
員
高
橋
し
げ
ゆ
き
氏

の
当
選
、
激
励
会
を
行
っ
た
。

▼
雫
石
石
桜
会

平
成
1
0
年
度
の
集
い
を
開
催

日
牢
2
月
2
6
日
（
金
）
午
後

6
時
か
ら
雫
石
町
源
太
堂
の
雫

石
地
区
公
民
館
で
1
0
年
度
の
雫

石
石
桜
会
が
開
催
さ
れ
た
。

同
会
は
石
桜
健
児
の
皆
さ
ん

へ
と
い
う
こ
と
で
、
同
会
会
月

の
ほ
か
、
岩
手
高
校
在
学
生
は

無
料
参
加
、
在
学
生
の
父
母
の

皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
と
呼
び
か
け
、

ま
こ
と
に
ユ
ニ
ー
ク
で
親
し
め

る
会
と
な
り
、
盛
会
だ
っ
た
。

▼
桜
球
会
平
成
u
年
度
総
会
を

湘
催

岩
手
高
校
野
球
部
O
B
の
桜

民
会
総
会
旺
正
成
m
生
～
月
潟

日
（
火
）
盛
岡
市
八
幡
宮
前
の
初

駒
で
開
催
さ
れ
、
岩
手
高
校
か

ら
菊
池
軍
治
教
顔
、
米
田
耕
市

先
生
が
参
加
、
3
2
名
が
会
合
し
屯

▼
桜
球
会
で
3
年
生
部
員
の

慰
労
会
も
開
催

平
成
1
2
年
2
月
1
1
日
（
金
）
盛

岡
市
八
幡
町
す
ず
め
で
、
3
年

生
野
球
部
員
2
名
と
学
校
か
ら

和
田
健
一
郎
先
生
が
参
加
、
9

名
が
参
集
し
て
現
役
3
年
部
員

の
慰
労
の
会
を
行
っ
た
。

†

し
た
り
心
理
的
に
追
い
つ
め
た

り
し
た
と
き
、
そ
れ
を
ど
う
打

開
す
る
か
、
乗
り
越
え
る
た
め

の
い
わ
ば
応
援
歌
と
の
こ
と
。

ま
た
埋
没
し
が
ち
な
会
社
人
間

か
ら
脱
皮
す
る
た
め
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。

和
井
内
氏
は
平
成
6
年
に

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
実
践
録
」
を
出

版
、
好
評
を
博
し
て
市
販
を
売

り
切
っ
た
が
、
今
回
は
前
著
の

い
わ
ば
リ
メ
イ
ク
版
で
あ
る
。

本
音
は
本
年
1
月
岩
手
日
報

杏
評
棚
で
と
り
あ
げ
ら
れ
、
さ

ら
に
岩
手
日
報
〝
人
″
棚
で
も

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
写
真
と
共
に

登
場
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
元

気
な
和
井
内
氏
の
風
貌
に
久
し

振
り
に
接
し
た
同
窓
生
も
多
い
。

同
薄
は
盛
岡
市
内
及
び
花
巻

市
内
の
脊
店
で
も
殆
ど
無
い
の

で
ご
希
望
の
向
き
は
左
へ
申
し

込
ま
れ
た
い
。

（
盛
岡
市

T
E
L
　
6
3
5
・
6
0
9
0

和
井
内
和
夫
氏
宛
）

「
一
揆
の
奔
涛
」

－
伝
承
・
三
関
伊
一
揆
－

を
5
月
未
刊
行
予
定

「
南
部
三
関
伊
l
按
の
民
間

伝
承
－
一
揆
の
奔
流
」
「
南
部
三

閉
伊
一
揆
に
先
行
す
る
も
の
－

一
揆
の
激
流
」
「
南
部
・
盛
岡
藩

の
権
力
闘
争
」
の
三
冊
を
す
で

に
出
版
し
た
佐
々
木
京
一
氏
は

四
作
目
と
し
て
〓
汝
の
奔
涛
」

の
刊
行
準
備
に
取
組
ん
で
い
る
。

元
岩
泉
高
校
教
義
だ
っ
た
同

氏
は
自
ら
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
、
一
揆
の
歴
史
を
つ
く
っ

た
農
民
た
ち
の
指
導
者
の
真
実

に
迫
ろ
う
と
半
生
を
か
け
て
い

る
。筆

者
自
身
の
祖
母
キ
ヌ
に
伝

え
ら
れ
た
伝
承
を
足
で
検
証
し
、

採
処
し
た
「
滝
の
万
苦
口
伝
百

話
」
も
収
録
。
岩
泉
代
官
所
を

設
立
し
た
封
建
社
会
に
お
け
る

近
代
化
政
策
の
先
駆
者
佐
々
木

彦
七
や
三
閉
伊
一
揆
の
最
初
の

仕
掛
人
、
熊
谷
佐
兵
衛
に
も
血

縁
が
あ
る
こ
と
を
取
材
中
に
発

見
し
て
、
さ
ら
に
追
究
に
情
熱

を
注
い
で
い
る
。
四
部
作
を
も

っ
て
集
大
成
さ
れ
る
力
作
で
あ

る
。（

予
約
申
込
み
先
は

〒
0
2
7
・
0
5
0
1

岩
手
県
岩
泉
町
中
野
4
2
・
7

宇
霊
羅
山
房
佐
々
木
京
一

氏
宛
T
E
L
O
1
9

4
－
2
2
－
d
】
5
1
5

四
六
判
約
3
2
5
貫
上
製
本

定
価
2
、
5
0
0
円
（
税
込
）

送
料
別
途
）

大
学
・
短
大
合
格
状
況

こ
の
3
月
の
新
卒
進
学
状
況

が
判
明
し
ま
し
た
。
（
2
月
未

現
在
）昨

年
よ
り
若
干
低
調
で
す

が
、
一
周
の
奮
起
が
望
ま
れ
ま

す
。

学校名 合格著
専惰大北海遭短 1
雷咄 l
岩手義捧短 1
盛飼犬趨大郷 l

短大合計 ●

半校名 合格著
日本二大 l
文教大 1
中央筆糀大 2

東京情報大 l
東洋攣濁大 1
用土鎗大 3
帝京大 1
東海大 l
責東経大 l
真東■大 2
東洋大 1
8 本大 3

日本歯大 2

法政大 l
神祭川大 l
神凱 lは 科大 l
間真筆枕大 2
洗足筆劇大 1
金沢工大 l

同志杜夫 3

大攣合計 81

拳校名 合格著

弘前大 l
島■体雷大 1
岩手県立大 1
道都大 2
北海遭工大 1
瞥鼻筆車夫 1

■森大 4
八戸大 l
八戸工大 1
岩手医大 l
雷士大 3
石巻書簡大 1
東北単騎大 12
東北工大 6
東北積祉大 2
真北事大 1
秋田経済法科大 6
いわき明量大 1
常馨大 2
堵玉工夫 2
壌河台大 1

特定建設業
Z　 株式会社下 河 原 組

〒020 －040 3
†憤取騨没会員 下 河 原 義 解郎 （斬 5 回生） 岩手帽 阿市乙ポ 4地椚 6 1 明日

代吐繍捜杜轟 下 河 環　 大希 欄 髄 回生） T E L 696 ‾225 抑 I

F A X　 696 －2諷

卸慶朝廣キ
詣芸諾≡玉 桜 堂

　　　　　　　 T E L 63 6－1143
02 0－086 1 盛岡市仙北 1丁 目14－2 F A X 63 6r l 142

懐石料理とわんこそばの店

初 はつこま 駒

盛岡市八幡町10－21　 電　話　019－651－7184
（盛岡八幡宮前）




